
♦環境・防災♦ 今も残る長崎原爆の爪あと

原爆が投下されてから64年経過しているが，いまだ長崎湾底質や長崎市西山貯水池の底質には被爆の
痕跡が残っている。痕跡には主として，原爆起源の放射性核種，市街地から飛散した重金属等の汚染
物質，市街地の火災に伴い発生した球状炭化粒子の３種類がある。本研究ではこれら原爆に起因する
物質を探索し， それらの環境動態を評価することを目的とした。 今回， 原爆起源の放射性核種のう
ち，原爆の原料物質であるプルトニウムの同位体比（240Pu/239Pu）を高精度で測定して長崎原爆との
関連性を評価し，戦後の大気圏内核実験に由来するこれら放射性核種と分離して特定化に成功した。
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